
第０期 ０日目 ０  

 

    第０期 ０日目 ０  

日本語を学ぶ準備をしよう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 個別の指導計画を作成するための聞き取

りに答える。 

・名前 ・生年月日 ・年齢 ・住所 

・生育と学習歴 ・来日年月日 

・家族構成 ・家庭での使用言語 

 ・母語の力 ・好きなこと 

 ・心配なこと、困っていること 

 ・進路希望 ・保護者が家にいる時間帯 

 ・アレルギーの有無 

・語学相談員や通訳に同席を

依頼できるとよい。 

・本人や保護者に児童生徒の

成育歴や学習歴、学習の状

況を聞く。 

 

１０ ２ 日本語初期指導教室の説明を理解する。 

 ・目的 ・内容 ・指導時間 ・場所 等 

・取り出しで授業をすること

等を保護者にも説明する。 

１０ ３ 語彙テストを受ける。 

○ 外国人児童生徒のためのＪＳＬ対話型

アセスメントＤＬＡ＜はじめの一歩＞語

彙カードを使った母語の語彙テストを受

ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・語学相談員や通訳に同席を

依頼できない場合は、後日

依頼できる日に行うことも

考えられる。 

１０ ４ 計算テストを受ける。 
○ 繰り上がり、繰り下がり、掛け算、割

り算などの計算問題を解く。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：日本語を身に付けることに意欲をもつ。 

★個別の指導計画 

  全てではなくても分か

る範囲で記入し、後日追

記する。 

http://www.mext.go.jp/component/a_menu

/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfil

e/2014/03/20/1345389_6.pdf 

★ＤＬＡの語彙カード 

  母語がどれだけ身につ

いているかを知るために

行う。今後の指導の参考

になるので、記録を確実

に残す。 

★計算問題資料 

  １問ずつ出題してもよ

い。記録に残す。 

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2014/03/20/1345389_6.pdf
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2014/03/20/1345389_6.pdf
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2014/03/20/1345389_6.pdf


第Ⅰ期 １日目 １  

第Ⅰ期 １日目 １  

授業の言葉を覚えよう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 返事等の練習をする。 

① 授業開始の合図に合わせて始めの挨拶を

する。 

  (例)「立ってください」「今から日本語の勉

強を始めます」「礼」「お願いします」 

 ② 名前を呼ばれたら「はい」と返事をす

る。 

 ③ ①と②を２～３回繰り返す。 

・慣れるために何度も声

に出させる。 

・名前を呼んだ児童生徒

に新聞紙ボールを投

げ、受け取ったら児童

生徒が「はい」と返事

するゲームを行っても

よい。 

１５ ２ 教室で使う言葉に動作で応答する。 

 ① 教室で使う言葉を話しながら、教師の動

作をまねる。 

  ・「立ちます」「座ります」 

  ・「見ます」「聞きます」「読みます」「書き

ます」 

 ② 教師の言葉だけを聞いて，動作する。 

 ・「立ちます」「座ります」「見ます」「聞き

ます」「読みます」「書きます」 

・楽しい雰囲気で活動で

きるように留意する。 

・自信をもたせるため、

教師と繰り返し練習す

る。 

１０ ３ 日本語の文字の種類を理解する。 

 ① 平仮名、片仮名、漢字、ローマ字がある

ことを学ぶ。 

  ・平仮名……丸い 

  ・片仮名……角ばっている 

  ・漢字……画数が多い 

  ・ローマ字……アルファベット 

・平仮名、片仮名、漢

字、ローマ字の書かれ

たカードを使って、分

類する活動を取り入れ

てもよい。 

 

１０ ４ 平仮名の表を見て、文字と発音の仕方を理

解し、表現する。 

 ① 一文字ずつ指しながら、教師が一行ずつ

読む音を聞く。 

 ② 一文字ずつ指しながら、一行ずつ教師と

一緒に読む。 

 ③ ①と②を２～３回繰り返す。 

 

 

 

 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：授業中、教室で使われる言葉を理解し、応答できる。 

★平仮名表 

さし絵等がないシン 

プルなものを用意する。 

 んわらやまはなたさかあ
り　みひにちしきい
るゆむふぬつすくう
れ めへねてせけえ

をろよもほのとそこお



第Ⅰ期 １日目 ２ 

第Ⅰ期 １日目 ２ 

平仮名を読んでみよう 

目標：日本語の文字に興味を持ち、声に出して読む。 

          凡例：・留意点 ★教材 

時間 児童・生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 平仮名表を使って、発音の練習をする。 

 ① 一文字ずつ指しながら、教師が一行ずつ

読む音を聞く。 

 ② 一文字ずつ指しながら、一行ずつ教師と

一緒に読む。 

 ③ ①と②を２～３回繰り返す。 

 

★平仮名表（１ 参照） 

・（母語の影響で）発音で

きなくても繰り返し練

習することで、少しずつ

慣れるよう練習させる。  

５ ２ 「あいうえおの歌」を歌う。 

あ行から順に歌った後、最後に「あかさたな

はまやらわ、ん」で終える。 

 ① 教師が平仮名表の平仮名を指示棒で示し

ながら歌うのを聞いてから、一緒に歌う。 

 ② 指示棒を持ち、歌に合わせて、該当の平

仮名を指していく。 

   

 

 

 

 

 

・複数児童がいるときは、

交代で行う。 

・この後、毎時間学習の前

に歌わせるとよい。 

１５ ３ 音を聞いて、平仮名表から文字を探す。 

（例）「あ」と聞いたら「あ」の字を指す。 

     

・いくつかの音で練習す

る。 

・平仮名に興味を持たせ 

ることが目的なので、楽

しい雰囲気で活動する

ように心掛ける。 

１０ ４ 平仮名表の中から、よく似た文字を探す。 

 ○ 仮名表の中からよく似た文字を探し、両

手で指さす。 

（例）「あ」と「お」 

「い」と「こ」 

「う」と「つ」 

「え」と「ん」 等 

・平仮名に興味を持たせ 

ることが目的なので、楽

しい雰囲気で活動する

ように心掛ける。 

目標：日本語の文字に興味を持つことができる。 

★「あいうえおの歌」 

童謡『桃太郎』の替え

歌。愛知県プレスクール

マニュアルを参照する。 



第Ⅰ期 ２日目 3 

第Ⅰ期 ２日目 3 

挨拶をしよう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 教室で使う言葉の復習をする。 

 ① 指示に合わせて始めの挨拶を行う。 

  (例)「立ってください」「今から日本語の

勉強を始めます」「礼」「お願いします」 

② 教室で使う言葉を復習する。 

  ・教室で使う言葉を言いながら、教師の動

作をまねる。 

   (例)「立ちます」「座ります」 

(例)「見ます」「聞きます」「読みます」 

「書きます」 

  ・教師の言葉だけを聞いて、動作する。 

    (例)「立ちます」「座ります」「見ます」 

「聞きます」「読みます」 

「書きます」 

 

・授業の始まりと終わり

の指示は、在籍学級と

同じにする。 

 

・前回と同じように、教

師と一緒に動作を付け

ながら復習させるとよ

い。 

２０ ２ 挨拶の練習をする。 

① 絵カードを見て挨拶の言葉を練習する。 

  ・「おはよう」「こんにちは」 等 

② 自分の（母語）国での挨拶の言葉を発表

する。 

③ 友達や教師と、挨拶のロールプレイゲー

ムを行う。 

・「朝です」→「おはよう」 

・「給食を食べます」→「いただきます」 

等 

 

 

 

 

・いろいろな母語の児童

生徒がいれば、お互い

に挨拶を紹介し合う。 

・練習した挨拶は、教室

に掲示をし、児童生徒

がいつでも見られるよ

うにする。 

１５ ３ 平仮名の練習をする。 

① 「あいうえおの歌」を、平仮名表を見て

歌う。 

② 平仮名表を見ながら平仮名カードを並べ 

る。 

★平仮名表（１ 参照） 

 

・児童生徒への負担が大

きくならないように、

例えば、「あ行」だけに

するなど配慮する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：日本語で挨拶でき、平仮名を理解して読むことができる。 

★絵カード（場面） 

『たのしい１ねんせ

い』【愛知県】の絵を

有効に活用する。 

 



第Ⅰ期 ２日目 ４ 

第Ⅰ期 ２日目 ４ 

平仮名に親しもう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

２０ １ 「あ」、「お」、「か」の付く言葉を読む。 
① 「あ」の付く言葉の文字カードを見せな
がら教師が読む声を聞いて、まねる。 
・その言葉を５回読んだら、教師は文字カ
ードを裏返してその言葉の絵を見せる。 

・「あ」が付く他の言葉も扱う 
 (例)あし、あめ、あり、あさ、あき 等 

② 「お」「か」が付く言葉についても同様の

活動を行う。 
（例）「お」…おや、おす、おかし、おんな 

   「か」…かさ、かお、かみ、かい 

③ 教師が平仮名表を一文字ずつ順に指さす
文字を見て、「あし」、「おや」、「かさ」など
の言葉を読む。 

④ 文字カードを、「あ」、「お」がつく言葉の
グループにカードを分ける。 

・児童生徒にとって、身
近で覚えて欲しい言葉
を取り上げる。 

 

 

 

 
 

 

★平仮名表（１ 参照） 
 

・①、②で用いた言葉を
もう一度全部読むよう
にする。 
 

１０ ２ 平仮名を表から探して読む。 
教師が示す文字カードの文字を平仮名表の

中から探して、教師と一緒に読む。 

(例)おかし、しお、かさ 等 

・五十音の中から探し
て、いくつか拾い読み
させる。 

１０ ３ 文字に合わせて手をたたきながら読む。 
① 文字カードに書かれた文字を読みながら
文字の数だけ手をたたく教師を見る。 

② 文字カードに書かれた文字を教師と一緒
に文字の数だけ手をたたきながら読む。 
(例) 文字カードに書かれた「しか」を見

て、「し」「か」と言うのに合わせて手
を２回たたく。 

・じゃんけんが分かるようであれば、階段
の上り下りゲーム等、活動を工夫する。 

・国語の教科書を参考に
する。 

 
 
 
 
 
 
 

・文字に合わせて手をた
たかせることで。言葉
を構成している文字の

数に気づかせる。 

５ ４ 画数の少ない平仮名を書く。 
画数の少ない平仮名を選び、書き順を練習

する。いくつかの文字の練習をする。 
(例)い、う、く、こ、し 

・上から下、左から右と
いう基本をおさえる。 

★『たのしい１ねんせ
い』参照 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：平仮名に興味を持つことができる。 

★文字カード（裏に絵） 

  

 

 

あ 
し 

 

★国語の教科書 

  低学年の教科書を使

うことで自尊感情を傷

つけることのないよ

う、リライト教材にす

るなど配慮する。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwihyYPj2fnSAhXGvrwKHYHOAJIQjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2015/04/blog-post_34.html&psig=AFQjCNGtwjiRxoEOSWpmf_LyKQgy2zYXDA&ust=1490807745566823


第Ⅰ期 ３日目 ５  

第Ⅰ期 ３日目 ５  

自己紹介をしよう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶の復習をする。 

 ・絵カードを見て、「おはよう」「こんにち

は」等の挨拶の言葉を言う。  

・覚えている様子を見な

がら、絵カードを使わ

ない方法も取り入れて

いく。 

１０ ２ 自己紹介を練習する。 

① 教師が教師を指さしながら、「名前は○

○」と教師の名前を言うのを聞く。 

② 教師が児童生徒を指さしながら、「名前は

●●」と児童生徒の名前を言うのを聞く。 

③ 教師に指さされながら「名前は」と聞か

れたら、「●●」と自分の名前を言う。 

④ 教師が教師を指さしながら、「名前は○

○」と教師の名前を言うのをまねて、自分

を指さしながら「名前は●●」と自分の名

前を言う。 

⑤ 教師が「わたしの名前は○○です」と自

己紹介するのをまねて、「わたしの名前は●

●です」と自己紹介する。 

・児童生徒の母語で、「自

己紹介の練習をする」

ことを伝えてから活動

を始めたい。 

・児童生徒に「あなたは

●●」と言うと、児童

生徒が自分のことを

「あなた」と呼ぶよう

になるので留意する。 

・この段階では、男の子

も「わたし」を使用さ

せる。「ぼく／わたし」

は、23 で学習する。 

１０ ３ 出身国をどのように発音するのか理解し、

日本語で言う。 

① 教師が、世界地図のそれぞれの国の位置

を指さしながら、「ブラジル」「フィリピ

ン」「中国」等と言うのを聞く。 

② 教師が指さす世界地図の国の名前を言う。

（例）「ブラジル」「フィリピン」「中国」等 

★世界地図等 

・児童生徒の出身国や地

名を用いる。 

・児童生徒を指さした後

に、その児童生徒の出

身の国を指さすと分か

りやすい。 

１０ ４ 自己紹介のシートを記入する。 

 ＜シート例＞ 

・「こんにちは」「わたしの名前は●●です」

「□□から来ました」「よろしくお願いしま

す」 

★自己紹介シート 

平仮名が難しい場合

はアルファべットでよ

い。 

１０ ５ シートを見ながら自己紹介の練習をする。 ・児童生徒の自信を高め

るために、学習後、在

籍学級で自己紹介の機

会を設定する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：日本語で簡単な自己紹介ができる。 



第Ⅰ期 ３日目 ６ 

第Ⅰ期 ３日目 ６ 

平仮名のルールを知ろう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 濁音がある平仮名の発音の練習をする。 

① 濁音の入った平仮名表を使って、教師が

一文字ずつ指さしながら、「かきくけこ」

「がぎぐげご」を順に読む音を聞く。 

② 一文字ずつ指しながら、教師と一緒に

「かきくけこ」「がぎぐげご」を順に読む。 

③「さしすせそ」「ざじずぜぞ」、「たちつて

と」｢だぢづでど｣、「はひふへほ」「ばびぶ

べぼ」についても練習する。 

④ 「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国語の教科書（１年生）

で、濁音について学習す

る教材を参考にする。 

 

 

 

 

５ ２ 濁音の入った平仮名表を見て、同じ音の平

仮名を読む。 

・「じ」と「ぢ」、「ず」と「づ」 

・高学年の児童生徒に

は、使い分けを示す。 

（例）つづく、はなぢ、 

  ごはんぢゃわん 等 

１５ ３ くっつきの「を」「は」「へ」があること知

り、使い方を練習する。 

① 教師が動作と一緒に、「を」「は」「へ」を使

った短文を読むのを聞いて，まねして読む。 

(例)「て を あげます」 

「ひらがな を かきます」 

「えを かきます」 

② 二つの読み方をする「は」「へ」の言葉が入

った短文を読む。 

(例)「はな は きれい」 

「へや へ いきます」 

・「を」「は」「へ」を読む

ことよりも、日本語には

助詞があること、読み方

が変わる平仮名があるこ

との二点を理解させるこ

とをねらって指導する。 

 

 

 

  

１０ ４ 促音がある平仮名の発音の練習をする。 

○ 促音のない言葉とある言葉を続けて読む。 

(例)「きて」「きって」、「して」「しって」 

「ねこ」「ねっこ」、「かた」「かった」等 

・促音のある言葉を読む
際には、次のような動
作を付けるとよい。 
「き」…手をたたく 
「っ」…手を握る 
「て」…手をたたく 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：日本語には、濁音、促音、「を」「は」「へ」があることを知る。 

★濁音の入った平仮名表 
濁音と清音が並んだ

ものを用意する。 

 

★「かきくけこ、がぎぐ
げごの歌」 
「あいうえおの歌」の
濁音バージョン。 

★絵カードを使用する 

 

   （例）花､部屋､絵 

かきます 

  

 

 

 

 

 

 

て 

 

 



第Ⅰ期 ４日目 ７ 

第Ⅰ期 ４日目 ７ 

学校生活のルールを知ろう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 絵カードで挨拶の復習をする。 

 (例)「おはようございます」「こんにちは」 

   「さようなら」「ありがとう」 等 

・『たのしい１ねんせい』

【愛知県】を参照す

る。 

１５ ２ 教室で使う指示の言葉を理解し、応答す

る。 

① 教師が絵カードを見せながら指示する言

葉と同じ動作をするのを見る。 

  (例)「立ってください」 

     「座ってください」 

② 教師が絵カードを見せながら指示する言

葉と同じ動作をするのをまねて、指示どお

りの動作をする。 

③ 教師が絵カードを見せながら指示する言

葉を聞いて、指示どおりの動作をする。 

④ 教師が指示する言葉を聞いて、指示どお

りの動作をする。 

★絵カードかイラスト(動

作) 

・指示どおり動作する、

ということを意識しや

すいように、指示の言

葉を言った後、一瞬間

を置いてから動作する

ように留意する。 

 

２０ ３ 「いい／だめ」を使用する場面を理解し、

表現する。 

① 教師をまねて、「いい」「だめ」と言う。 

  ・ごみを床に投げる姿を見ながら「だめ」

と言う。 

  ・ごみをごみ箱に入れる姿を見ながら「い

い」と言う。 

② イラストを見ながら教師の質問に「い

い、だめ」で答える。 

  ・イラストを見せながら「いい？だめ？」

という教師の問いかけに「いい／だめ」で

答える。 

③ 教師が見せるイラストを見て「いい／だ

め」で答える。 

★イラスト（正しい行いとよ

くない行いのイラスト） 

・場面が学校（教室）で

あることを理解させる

とよい。 

・イラストを示し「いい／

だめ」を答えさせる。 

・テキストの場合は、指

で押さえながら言う。 

・授業時間等、時間帯に

よって可否が変わるこ

ともあるが、ここでは

あまり触れないように

する。 

５ ４ イラストや先生の動作を見て、先生にお願

いする表現を理解する。 

(例)トイレに行きたい時は、「先生、トイレ」 

のどが乾いた時は、「先生、みず」 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：学校生活のルールを理解し、「いい／だめ」を表現できる。 



第Ⅰ期 ４日目 ８ 

第Ⅰ期 ４日目 ８ 

発音について知ろう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 前回までの復習をする。 
① 「あいうえおの歌」を歌う。 
② 濁音の入った「あいうえおの歌」を歌う。 

★「あいうえおの歌」（１ 
参照） 

★濁音の入った平仮名表
（６ 参照） 
 

２０ ２ 長音がある平仮名の発音の練習をする。 
① 長音のない言葉とある言葉を続けて読む。 

(例)「おばさん」「おばあさん」 
「おじさん」「おじいさん」 

② 長音のある言葉を読む。 
・絵の裏に文字が書いてあるカードで、物
の名前を覚えながら読む練習をする。 

(例)とけい、すうじ、ふうせん 
    せんせい、とうふ、すいとう 
    こおり、さんすう、ぞうきん 

・東京書籍『あたらしい
こくご一上』の「おば

さんとおばあさん」を
参照する。 

 
 
 
 
 
・高学年の児童生徒には 
 「え」の長音は「い」 

 「お」の長音は「う」 
と書くことが多いこと
を説明してもよい。 

２０ ３ 拗音がある平仮名の発音の練習をする。 
① 教師が「きや」の文字カードを数回早く
読むのに続いて、「きゃ」の文字カードを読
むのを聞く。 

② 「きや」と「きゃ」の文字カードを教師
に続けて読む。 

③ 「きゅ」「きょ」についても練習する。 
④ 拗音の表を読む。 
⑤ 「しゃ、しゅ、しょの歌」を歌う。 

⑥ 拗音ある言葉を読む 
(例) 
きゃべつ、きゅうり、きょうし 
しゃかい、しゅうじ、しょうがっこう 等 

・国語の教科書（１年
生）で、拗音について
学習する教材を参考に
する。 

 
 
 
 
 

 
 
 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：日本語には、長音、拗音があることを知る。 

★濁音の入った「あいう

えおの歌」 

清音と濁音の両方が入

った「あいうえおの歌」 

★絵カード（裏に文字） 
 
表     裏 

 

 

 

 

と 
け 
い 

 

 

 

★文字カード（拗音） 
 
表     裏 き

や 

き
ゃ 

★「しゃ､しゅ､しょの歌」 

『きらきら星』の替え

歌で、拗音を順に歌っ

ていく歌 



第Ⅰ期 ５日目 ９  

第Ⅰ期 ５日目 ９  

数を読もう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 前回までの復習をする。 

① 授業で使う言葉の復習をする。 

  (例)「立ちます」、「座ります」、「読みます」 

② 挨拶の復習をする。 

  (例) 「こんにちは」、「さようなら」 

 

・１「授業の言葉を覚え

よう」の復習をする。 

・３「挨拶をしよう」の

復習をする。 

１０ ２ １～１０の数の数え方を練習する。 

① １～１０の数字を母語で確認する。 

② 数字のカードを見ながら、教師のあとに

ついて１～１０を繰り返す。 

③ コインの表に「１」、裏に「２」と書かれ

た数字のどちらかを見て、書かれている数

字（１か２）を答える。 

④ ③の活動を、数字を変えて行う 

 (例)「３／４」、「５／１」、「２／３」等 

★数字のカード 

１〜１０のカード 

 

★コイン 

表裏に「１／２」な

ど、異なる数字が書か

れた物を用意する。 

・４の読み方について

は、本時では「よん」

のみを扱う。 

１０ ３ カードめくりゲームを行う。 

・裏を向けて置かれた１から５カードをめく

り、めくったカードの数字を正しく言えた

らもらえるゲームをする。 

・児童生徒の様子を見

て、カードの数を調整

する。 

１０ ４ つかみ取りゲームをする。 

・赤、青、黄のカラーボールを片手でつか

み、それぞれの色の数を正しく数えられた

ら正解というゲームをする。 

★つかみ取りゲーム 

赤､青､黄のカラーボ

ールを各５個入れた、

箱を用意する 

 

１０ ５ 簡単な足し算、引き算を日本語で読む。 

① 四角の中に数を記入する。 

 (例) １＋２＝□  ５－４＝□ 

② 計算式と答えを読む。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：１～１０の数を読むことができ、５までの数を使うことができる。 



第Ⅰ期 ５日目 １０ 

第Ⅰ期 ５日目 １０ 

簡単な平仮名を覚えよう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１０ １ 「し・い・う・く・こ」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「し・い・う・く・こ」を読むの

を聞く。 

③ 教師が「し・い・う・く・こ」を読むの

に続いて、「し・い・う・く・こ」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「し・い・う・く・こ」を平仮名表の中

から探して、印を付ける。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

 

１０ ２ 「し・い・う・く・こ」の書き方を練習する。 

① 教師のまねをして、指で書く。 

② ノートに書いて練習する。 

 

 

・書き順に留意する。 

１０ ３「し・い・う・く・こ」の入っている言葉を読む。 

① いし、うし、くし、こしの実物や絵カー

ドを見て、物の名前を答える。 

② 石の実物を見て、平仮名表の中から

「い、し」の字を探す。他の言葉も同様に

探す。 

・石やくしなど「し・い・

う・く・こ」の入っている

言葉の実物や絵と文字の

入った絵カード等を用意

する。 

５ ４ 平仮名当てゲームをする。 

① 半分字が隠れている平仮名を見て、何の

字が隠れているか答える。 

 (例)し、い、う、く、こ、 

② 隠れていた平仮名をノートに書く。 

 

１０ ５ 今日の学習の復習をする。 

① 教師が言った言葉（いし、くし、うし 

等）を聞いて、実物や絵を指さす。 

② 実物や絵を見て、教師の「何ですか」と

いう質問に児童生徒が、「いし、くし、うし 

等」と答える。 

③ 実物や絵を見て、「いし、くし、うし 

等」をノートに平仮名で書く。 

・石やくしなど「し・い・

う・く・こ」の入っている

言葉の実物やイラスト等

を用意する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「し・い・う・く・こ」を読んで、書くことができる。 

★平仮名当てゲーム 
  半分隠れた平仮名を当
てるゲーム。 
（例） 

い し 



第Ⅰ期 ６日目 １１  

第Ⅰ期 ６日目 １１  

勉強道具の名前を覚えよう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５  １ 前時までの復習をする。 

① 挨拶の復習をする。 

(例)「おはようございます」「さようなら」等 

② 授業で使う言葉の復習をする。 

(例)「読んでください」「書いてください」等 

 

・３「挨拶をしよう」の

復習をする。 

・１「授業の言葉を覚え

よう」の復習をする。 

１５ ２ 勉強道具の名前を理解し、表現する。 

① 教師が勉強道具を使う動作をしながら、

その名前の発音を聞く。 

(例)「鉛筆」、「消しゴム」、「本」、「ノート」等 

② 教師のあとについて、その勉強道具の名

前を繰り返す。 

③ 教師が見せる勉強道具の名前を答える。 

④ 教師が示す絵カードに描かれた勉強道具

の名前を答える。 

⑤ 鉛筆か消しゴムか当てるゲームをする。 

・教師が一瞬見せる実物を見て当てる。 

・箱の中の実物を､振った音を聞いて当てる。 

★鉛筆、消しゴム、本、

ノート等の実物や絵カ

ード（イラスト）等を

用意する。 

・ここでは｢何？｣と質問

せず、「鉛筆？消しゴ

ム？」と質問する。 

 

 

・ゲームとして楽しい雰

囲気で活動する。 

 

１０ ３ 勉強道具の質問に応答する。 

① 教師が｢何？｣と言いながら見せる勉強道

具の名前を言う。 

(例)「鉛筆」、「消しゴム」、「本」、「ノート」等 

② 教師が｢何？｣と言いながら示す絵カード

に描かれた勉強道具の名前を言う。 

③ ｢何？｣という質問を使って、２－⑤と同

じゲームする。 

 

・指導者二人で見本を見

せてから行うとよい。 

 

 

 

・｢何？｣という質問を意

識して使うようにする。 

１０ ４ 友達や教師に勉強道具の質問をする。 

① 鉛筆、消しゴム、ノート、本のどれか一

つを見えないように袋に入れ、「何？」と他

の児童生徒や教師に順番に質問する。 

② 正解が出たら、袋から取り出してみんな

に示す。 

 

・指導者が見本を見せて

から行うとよい。 

・質問された児童生徒に

は、袋の中を見て答え

させる。 

５ ５ まとめをする。 

① 勉強道具のシルエットを見て答える。 

② 教師が落とした物の音を聞いて答える。 

★イラスト（文房具のシ

ルエット） 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：勉強道具について、尋ねたり答えたりできる。 



第Ⅰ期 ６日目 １２  

第Ⅰ期 ６日目 １２  

平仮名を覚えよう１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「あ・お・え」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「あ・お・え」を読むのを聞く。 

③ 教師が「あ・お・え」を読むのに続いて、

「あ・お・え」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「あ・お・え」を平仮名表の中から探し

て、印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、あ行、か行の平仮

名カードを並べる。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

 

５ ２ 「あ・お・え」の書き方を練習する。 

① 教師のまねをして、指で書く。 

② ノートに書いて練習する。 

・一画ずつ、書き順を意識し

て練習させる。 

１０ ３ 「あ・お・え」の入っている言葉を読む。 

① 実物や絵カードを見て、物の名前を答える。 

② 足の絵カードを見て、平仮名表の中から

「あ、し」の字を探す。 

③ 他の言葉も同様に探す。 

   (例)しお、あし、いえ、いし、うし 等 

・足や家など「あ・お・

え」の入っている言葉の

実物や絵カード（イラス

ト）等を用意する。 

・前回勉強した言葉の復

習も兼ねて行う。 

５ ４ 平仮名当てゲーム２をする。 

① 半分字が隠れている絵を見て、何の言葉

が隠れているか答える。 

 (例)あし、しお、いえ、いし、うし、くし 

② 隠れていた言葉をノートに書く。 

 

１０ ５ 今日の学習の復習をする。 

① 教師が言った言葉（あし、しお、いえ 

等）を聞いて、実物や絵を指さす。 

② 実物や絵を見て、教師の「何ですか」と

いう質問に児童生徒が、「あし、しお、いえ 

等」と答える。 

③ 実物や絵を見て、「あし、しお、いえ 

等」をノートに平仮名で書く。 

・足や家など「あ・お・

え」の入っている言葉の

実物や絵カード（イラス

ト）等を用意する。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「あ・お・え」を読んで、書くことができる。 

★平仮名カード 

 平仮名が一文字ずつ書
かれたトランプのよう

なカード 

★平仮名当てゲーム２ 
 半分字の隠れた絵カード 
を見て、何の 
言葉が書かれ 
ているか当て 
るゲーム 

 （例） 

 

 

あし 



第Ⅰ期 ７日目 １３ 

第Ⅰ期 ７日目 １３ 

数を読もう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

１０ ３ ０と６～１０の数字の数え方を練習する。 

① １～１０の数字を母語で数える。 

② 数字のカードを見ながら、教師のあとに

ついて１～１０の数字を繰り返す。 

③ コインの表に「６」、裏に「７」と書かれ

た数字のどちらかを見て、書かれている数

字（６か７）を答える。 

④ ③の活動を、数字を変えて行う。 

  (例)「８／９」、「10／０」、「５／７」 等 

★数字カード（９ 参照） 

★コイン（９ 参照） 

・７は「なな」、９は「き

ゅう」と読み方を教え

る。 

・０は「ぜろ」と読むこ

とを教える。 

５ ４ カードめくりゲームを行う。 

・裏を向けて置かれた０、６～１０のカード 

  をめくり、めくったカードの数字を正しく

言えたらもらえるゲームをする。 

 

・９ の３、カードめくり

ゲームを参照する。 

５ ５ 数を当てるゲームをする。 

① 教師が三つ折りにした紙の真ん中に開け

た穴が、紙を開くといくつあるかを予想し

て答える。 

② ①の穴の数を数える。 

・「１？、２？、……、

８？」と順に聞く。 

○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 
 

１０ ６ 足し算、引き算の計算式を声を出して読

む。 

・ 簡単な足し算、引き算の式と答えを教師

のあとについて繰り返す。 

(例)３
さん

＋
たす

５
ご

＝
は

８
はち

 ７－１
ななひくいち

＝
は

６
ろく

 

・３「いい／だめ」の復

習を兼ねて、児童生徒

に回答の正誤を聞き確

かめるのもよい。 

１０ ７ １～１０の数字を書く練習をする。 

① 教師が１～１０の数字を黒板に書くのを

見て、ノートに１～１０の数字を書く。 

② 数字の書き方の練習をする。 

・筆順に気を付ける。

１、５、７等を下から

書く児童生徒がいるの

で注意する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：０と６～１０の数を読み、使うことができる。 



第Ⅰ期 ７日目 １４  

第Ⅰ期 ７日目 １４  

平仮名を覚えよう２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「か・き・け」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「か・き・け」を読むのを聞く。 

③ 教師が「か・き・け」を読むのに続いて、

「か・き・け」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「か・き・け」を平仮名表の中から探し

て、印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、あ行、か行の平仮

名カードを並べる。 

⑥ あ行、か行の平仮名カード二組で神経衰

弱をする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

５ ２ 「か・き・け」の書き方を練習する。 

① 教師のまねをして、指で書く。 

② ノートに書いて練習する。 

・一画ずつ、書き順を意識し

て練習させる。 

１０ ３ 「か・き・け」の入っている言葉を読む。 

① 実物や絵カードを見て、物の名前を答える。 

② おかしの絵カードを見て、平仮名表の中

から「お、か、し」の字を探す。 

③ 他の言葉も同様に探す。 

   (例)き、け、かい、えき、いけ、しか 等 

・おかしや貝など「か・

き・け」の入っている

言葉の実物や絵カード

（イラスト）等を用意す

る。 

 

５ ４ 平仮名当てゲームをする。 

① 半分字が隠れている平仮名を見て、何の

字が隠れているか答える。 

 (例)あ､い､う､え､お､か､き､く､け､こ､し 

② 隠れていた平仮名をノートに書く。 

 

★平仮名当てゲーム 

（１０ 参照） 
 

・前回までに勉強した文字

の復習も兼ねて行う。 

１０ ５ 今日の学習の復習をする。 

○ 絵を見ながら、しりとりをする。 

(例)あし－しか－かい－いし－しかく－ 

くし－しお－おかし－しか－かい 

いえ－えき－き 等 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「か・き・け」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 ８日目 １５ 

第Ⅰ期 ８日目 １５ 

「ある／ない」を使おう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

１０ ３ 「ある／ない」の意味を理解し、表現す

る。 

① 教師の手の中のコインが「あるか、ない

か」を予想する。 

  ・教師がコインを隠して片手で握り、ない

方の手を見せながら「ない」、ある方を

見せながら「ある」と言うのを聞く。 

  ・教師がどちらの手にコインを隠したかを

当てる。 

② 手の中のコインが「ある？」「ない？」と

教師や他の児童生徒に質問する。 

 

 

 

 

 

 

・数回繰り返し、言い慣れ 

させる。 

１０ ４ 「ある／ない」を使う練習をする。 

① イラストを見て、「ある」「ない」を使い

分ける。 

 (例)ジュースの瓶、おかしの箱、財布の中 

② 「ある」「ない」の文字をノートに書く。 

★イラスト（○○が入って

いる絵と空の絵） 

・平仮名の定着状況を見

て書かせる。 

１５ ５ 名詞＋「ある／ない」の質問に答える。 

① 実物やイラストを見せながら「名詞＋あ

る？」と質問する教師に、「ある／ない」で

答える。 

 (例)「鉛筆ある？」→「ある／ない」 

・実物、イラストを用意

する。 

・イラストを見て応答練

習をする。 

５ ６ ４の「名詞＋ある？」と「ある／ない」の

応答をノートに書く。 

 (例)「鉛筆ある？」→「ある／ない」 

・文字を減らすなど、書き

たい意欲を大切にする。 

・時間がなければ宿題に

してもよい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「ある／ない」の意味を理解し、表現できる。 

★コイン 

手の中に入る大きさの

ものを使用する。 



第Ⅰ期 ８日目 １６ 

第Ⅰ期 ８日目 １６ 

平仮名を覚えよう３ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「さ・す・ん」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「さ・す・ん」を読むのを聞く。 

③ 教師が「さ・す・ん」を読むのに続いて、

「さ・す・ん」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「さ・す・ん」を平仮名表の中から探し

て、印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、か行、さ行の平仮

名カードを並べる。 

⑥ か行、さ行の平仮名カード二組で神経衰
弱をする。 

⑦ 「さ・す・ん」の書き方を練習する。 

・教師のまねをして、指で書く。 

・ノートに書いて練習する。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参
照） 

１５ ２ 「さ・す・ん」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 実物や絵カードを見て、物の名前を答える。 

（例）かさ、いす、うんこ 等 

② かさの絵カードを見て、平仮名表の中か

ら「かさ」の字を探す。 

③ 他の言葉も同様に探す。 

④ 実物や絵カードを見て､その物の名前の平
仮名を書く。 

 （例）くさ、さい、すいか、しけん 等 

 

 

★かさやいすなど「さ・

す・ん」の入っている

言葉の実物や絵カード

（イラスト）等を用意す

る。 

 
 

１０ ３ 平仮名当てゲームをする。 

① 半分字が隠れている平仮名を見て、何の

字が隠れているか答える。 

 (例)あ､い､う､え､お､か､き､く､け､こ､さ､

し､す､ん 

② 隠れていた平仮名をノートに書く。 

★平仮名当てゲーム 
（１０ 参照） 
 

・前回までに勉強した文字

の復習も兼ねて行う。 

５ ４ 今日の学習の復習をする。 
○ 平仮名とローマ字を線で結ぶ。 

・ローマ字が未習の児童
生徒には、教師がロー
マ字を読む。 

・時間を測ってもよい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「さ・す・ん」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 ９日目 １７  

第Ⅰ期 ９日目 １７  

数を読もう３ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

１０ ３ １１～１９の数の数え方を練習する。 

① １０のカードの０の部分に１のカードを合

わせて１１を作り、「１､１０､１１」と教師が

読むのに続けて、「１､１０､１１」と言う。 

② 教師が「１０＋１＝１１」の式を読むの

に続いて、「１０＋１＝１１」を読む。 

③ テキストに書いてある数字を読む練習を

する。 

  (例)１８、１６、１４、１０、８ 

 

★数字カード（９ 参照） 

・１０より１多いのが、

１１ということを構造

的に理解させる。 

１５ ４ いくつあるか数える練習をする。 

(例)・１２本の実物の鉛筆 

・１６人の子供のイラスト 

・２０個の実物の積み木 等 

 

★イラスト（複数描かれ

た物） 

・毎回、声に出して数え

させる。 

・重なっていると数えに

くい積み木等は、横に

並べて数える。 

１０ ５ １１～１９までの数を読む。 

① 数字カードを声に出して読む。 

② 二組の数字カードで神経衰弱をする。 

・神経衰弱でめくったカ

ードも声を出して読ま

せる。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：１１～１９の数を読み、使うことができる。 



第Ⅰ期 ９日目 １８ 

第Ⅰ期 ９日目 １８ 

平仮名を覚えよう４ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「せ・そ・た」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「せ・そ・た」を読むのを聞く。 

③ 教師が「せ・そ・た」を読むのに続いて、

「せ・そ・た」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「せ・そ・た」を平仮名表の中から探し

て、印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、さ行、た行の平仮

名カードを並べる。 

⑥ さ行、た行の平仮名カード二組で神経衰

弱をする。 

⑦ 「せ・そ・た」の書き方を練習する。 

・教師のまねをして、指で書く。 

・ノートに書いて練習する。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 

参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

１５ ２ 「せ・そ・た」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 実物や絵カード（イラスト）等を見て、物の

名前を答える。 

（例）あせ、うそ、した 等 

② あせの絵カード（イラスト）等を見て、平

仮名表の中から「あせ」の字を探す。 

③ 他の言葉も同様に探す。 

④ 実物や絵カード（イラスト）等を見て､そ

の物の名前の平仮名を書く。 

 （例）せんたく、たんす、あそこ、そこ、ここ 

等 

 

・かさやいすなど「せ・

そ・た」の入っている

言葉の実物や絵カード

（イラスト）等を用意す

る。 

・「あそこ／そこ／ここ」

は母語で対訳を探して

おくとよい。 

・「そこ／ここ」と指示し

て、物を置かせる体験

をさせても良い。 

１０ ３ 平仮名当てゲーム２をする。 

① 半分字が隠れている絵を見て、何の言葉

が隠れているか答える。 

 (例)あせ、うそ、うえ、した、えき、ここ 

   ん、す、さ、せ、そ、た、け 

② 隠れていた言葉をノートに書く。 

★平仮名当てゲーム 

（１２ 参照） 

 

５ ４ 今日の学習の復習をする。 

① 学習した言葉のローマ字を平仮名にする。 

② 絵と文字を線で結ぶ。 

・ローマ字が未習の児童

生徒には、教師がロー

マ字を読む。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「せ・そ・た」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 １０日目 １９  

第Ⅰ期 １０日目 １9  

「いる／いらない」を使おう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学習

した表現を中心に、繰り

返しや擬態語が使われ

るなど、児童生徒が興味

を持つものを図書館等

で選ぶ。 

２５ ３ 「いる／いらない」の意味を理解し、表現

する。  

 ① 教師の演技から「いる／いらない」の意

味を学ぶ。 

・教師が、目が悪い演技をした後、眼鏡をか

けながら「いる」と言うのを聞く。 

・教師が、目が良い演技をした後、眼鏡を見

せながら「いらない」と言うのを聞く。 

・教師が、眼鏡を見せながら「いる？」「い

らない？」と質問するのを聞いて、「いる

／いらない」と答える。 

・他の物を使って、同様の活動を繰り返す。 

(例) 虫眼鏡、マスク、タオル、うちわ等 

② 教師が示すイラストを見て、教師の｢い

る？いらない？｣に答える。 

 (例) スパゲッティーにえんぴつ／フォーク 

 

 

★眼鏡や本は本物を用い

て、いるか、いらないか、

分かるように演技する。 

 

・質問されていない児童生

徒も一緒に答えるよう

にすると盛り上がる。 

 

・その物が、いるか、いら

ないか、分かるように演

技する。 

 

１５ ４ 「○○いる？」の質問に答える。 

① 教師が示すイラストを見て、教師の｢名詞

＋いる？｣に、「いる／いらない」で答える。 

 (例)・晴れた日に「かさいる？」 

   ・円を描くときに｢コンパスいる？｣ 

   ・明るい部屋で「懐中電灯いる？」 等 

② 教師の指さしたものに、「いる」「いらない」

で答える。 

 

・実物（かさ、サングラス、

コンパス、懐中電灯）や

絵カード（イラスト）等

を見せながら、名前を紹

介する。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「いる・いらない」の意味を理解し、表現できる。 



第Ⅰ期 １０日目 ２０  

第Ⅰ期 １０日目 ２０  

平仮名を覚えよう５ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「ち・つ・て」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「ち・つ・て」を読むのを聞く。 

③ 教師が「ち・つ・て」を読むのに続いて、

「ち・つ・て」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「ち・つ・て」を平仮名表の中から探し

て、印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、さ行、た行の平仮

名カードを並べる。 

⑥ さ行、た行の平仮名カード二組でばば抜

きをする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

１５ ２ 「ち・つ・て」の入っている言葉を書く。 

① 「ちかてつ」など、「ち・つ・て」が入っ

ている言葉の実物や絵カードを見て、物の

名前を平仮名で書く。 

 (例)くつ、き、うえき、つち、ちかてつ 

   つき、たすけて、いたい、ち 

② 「助けて」と叫ぶ練習をする。 

 

・「ちかてつ」は、写真があ

った方が分かりやすい。 

★実物や絵カード（イラ

スト）等を用意する。 

１０ ３ 平仮名を読んだり、書いたりする練習をする。 

① ローマ字を平仮名にする。 

(例)き、うえき、いた、くつ、くつした 

あし、ち、つき、くち、て、いす 

つくえ、あし、かた、こし 

② 算数（数学）で使う言葉を平仮名で書く。 

(例)てん、しかく、せん、てんせん、えん 

さんかく 等 

 

・ローマ字が未習の児童

生徒には、教師がロー

マ字を読む。 

５ ４ 今日の学習の復習をする。 

○ 学習した言葉のローマ字を平仮名にする。 

・既習平仮名のまとめと

する。 

・書けなかった字をチェ

ックしておく。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「ち・つ・て」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 １１日目 ２１  

第Ⅰ期 １１日目 ２１  

数を読もう４ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

１０ ３ １０、２０、３０…９０の数の数え方を練

習する。 

① １０のカードの１の部分に２のカードを合

わせて２０を作り、「２、２０」と教師が読む

のに続けて、「２、２０」と言う。 

② ①と同様に、「３と３０」、「４と４０」…

「９と９０」を言う練習をする。 

③ 掛け算の数字部分だけ教師のあとについ

て数字を読む。 

(例)２
に

×１０
じ ゅ う

＝２０
にじゅう

、３
さん

×１０
じ ゅ う

＝３０
さんじゅう

 等  

★数字カード（９ 参照） 

・１０、２０、３０…９

０の言い方を構造的に

理解させる。 

２０ ４ １０～９０の数字を読む練習をする。 

① 簡単な足し算、引き算の式と答えを教師

のまねをして読む。 

(例)１０
じ ゅ う

＋
たす

１０
じ ゅ う

＝
は

２０
にじゅう

、２０
にじゅう

＋
たす

１０
じ ゅ う

＝
は

３０
さんじゅう

 

  ３０
さんじゅう

＋
たす

１０
じ ゅ う

＝
は

４０
よんじゅう

 等 

② 数字のカードの１０～９０の数字を読む。 

・順番に読む。  

・バラバラにして読む。 

・言われたカードを取る。 

③ １０～９０の二組の数字のカードで神経

衰弱をする。  

・児童生徒の状況によっ

て、数字の部分だけ読

ませてもよい。 

 

 

★数字のカード 

１０～９０のカード 

 

 

・めくったカードは声に

出して読ませる。 

１０ ５ ２０と１２、５０と１５などを聞き分ける

練習をする。 

・ 教師が指示した金額になるようおもちゃ

のお金を出す。 

(例)・教師が２０と指示したら、２０円を出す。 

・教師が１２と指示したら、１２円を出す。 

・５０と１５、３０と１３なども練習する。 

★おもちゃのお金 

算数セットにあるお

もちゃのお金を使用す

る。手作りしてもよ

い。 

・慣れてきたら「～円」

という言い方にしても

よい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：１０、２０、３０…９０の数を読み、使うことができる。 



第Ⅰ期 １１日目 ２２  

 

第Ⅰ期 １１日目 ２2  

平仮名を覚えよう６ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「と・な・に」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「と・な・に」を読むのを聞く。 

③ 教師が「と・な・に」を読むのに続いて、

「と・な・に」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「と・な・に」を平仮名表の中から探して、

印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、た行、な行の平仮名

カードを並べる。 

⑥ た行、な行の平仮名カード二組で神経衰弱

をする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

１５ ２ 「と・な・に」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 「おとこ」「や「おんな」など「と・な・

に」が入っている言葉を読む教師の声を聞い

て、まねして読む。 

 (例)おとこ、おんな、あな、なに 等 

 ② ノートに平仮名を書く。 

 

 

・「おとこ」「や「おんな」

等の絵と文字の入った

絵カードを用意する。 

 

１５ ３ 平仮名を読んだり、書いたりする練習をする。 

① ローマ字を平仮名にする。 

 (例)ta na→たな a o→あお en→えん 

② １０文字程度の平仮名とローマ字を線で

結ぶ。 

 (例) な に と て ち た つ そ せ す 

 
       ni  to se ta chi na su so te tsu 

 ・タイムトライアルで時間を測る。 

  

 

 

・ローマ字が未習の児童生

徒には、教師がローマ字

を読む。 

★ストップウオッチ 

・教師が音読して母語で音

を記入させてから始め

てもよい。 

・児童の習熟度に合わせ、

難易度を文字数や繰り

返しの数で調整する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「と・な・に」を読んで、書くことができる。 
 



第Ⅰ期 １２日目 ２３  

第Ⅰ期 １２日目 ２３  

「ぼく／わたし」を使おう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

１０ ３ 「ぼく／わたし」の意味を理解し、使うこ

とができる 

 ① 教師が自分の写真を見せて「ぼく／わた

し」と言うのを聞く。 

② 教師が男子の仮面を付けて「ぼく」、女子

の仮面を付けて｢わたし｣と言うのを聞く。 

③ イラストを用いて、「ぼく／わたし」の練

習をする。 

 

 

★仮面 

・児童生徒の写真を仮面

にしてもよい。 

 

１５ ４ 「ぼく／わたし」、家族の呼び方を練習す

る。 

① 教師が、教師の家族写真を見せながら、

「ぼく／わたし」「おかあさん」「おとうさ

ん」など、家族の呼び方を話すのを聞く。 

② ｢誰？｣という家族写真の質問に対して、

教師が「ぼく／わたし」「おかあさん」「お

とうさん」と、家族の呼び方を話すのを聞

く。 

③ 教師の「誰？」という質問に答える。 

(例)「先生」「先生のお父さん」「先生のお

母さん」 等 

 

 

 

 

・教師二人で見本を見せ

た後、児童生徒にも

｢誰？｣と質問させる。 

 

 

１０ ５ 「ぼく／わたし」を練習する。 

・ 教師の「誰？」という質問に答える。 

 (例)ぼく／わたし、お父さん、お母さん 

等 

★イラスト（家族） 

５ ６ 「ぼくの／わたしの」を練習する。 

① 教師が自分の鉛筆を見せて、「ぼくの／わ 

たしの」と言う表現を聞く。 

② 教師の｢これは？｣という質問に、「ぼくの

／わたしの」と答える。 

・児童生徒の鉛筆と教師

の鉛筆を混ぜて持ってお

く。 

・「これ、だれの？」は、

４７で勉強するので、

ここでは使わない。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「ぼく」、「わたし」を理解して使うことができる。 

★教師の家族写真 

  教師の子供の頃の
写真がよい。 



第Ⅰ期 １２日目 ２４  

 

第Ⅰ期 １２日目 ２４  

平仮名を覚えよう７ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「ぬ・の・ね」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「ぬ・の・ね」を読むのを聞く。 

③ 教師が「ぬ・の・ね」を読むのに続いて、

「ぬ・の・ね」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「ぬ・の・ね」を平仮名表の中から探して、

印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、た行、な行の平仮名

カードを並べる。 

⑥ た行、な行の平仮名カード二組で神経衰弱

をする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

１５ ２ 「ぬ・の・ね」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 「いぬ」や「かね」など「ぬ・の・ね」が

入っている言葉を読む教師の声を聞いて、ま

ねして読む。 

 (例)いぬ、かね、きのこ 等 

② ノートに平仮名「ぬ・の・ね」を書く。 

 

 

・絵と文字の入った絵カー

ドを用意する。 

 

 

 

１５ ３ 平仮名を覚える練習をする。 

① 学習した平仮名を二つ使って、言葉を作っ

て読む。 

② 学習した平仮名を、ローマ字を見て書く。 

 (例)a i u e o ka ki ku ke ko  

sa shi su se so ta chi tsu te to  

na ni nu ne no n 

 

 

 

・ローマ字が未習の児童生

徒には、教師がローマ字

を読む。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「ぬ・の・ね」を読んで、書くことができる。 
 



第Ⅰ期 １３日目 ２５  

第Ⅰ期 １３日目 ２５  

数を読もう５ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学習

した表現を中心に、繰り

返しや擬態語が使われ

るなど、児童生徒が興味

を持つものを図書館等

で選ぶ。 

２０ ３ ２１、２２、２３の数の数え方を練習する。 

① ２０のカードの０の部分に１のカードを合

わせて２１を作り、「２１」と教師が読むのに

続けて、「２１」と言う。 

② イラストの数字を読む。 

 (例)２０と２で２２、２３、２４…３０ 

③ ０～９９の数字の読み方を練習する。 

 ・０～９９の表を指さしながら、順番に数

字を読む教師に続いて、数字を読む。 

  ・教師が言った数字を０～９９の表から探

して指さし、読む。 

 ④ ４１～４９、６１～６４、７５～７９等

の区切りで数字を読む。 

 

 

★数字カード（９ ２１ 

参照） 

 

 

★０～９９の表 

 

 

 

 

 

・数字カードで、ばばぬき

や神経衰弱等のゲーム

を行って、数字を読む練

習をするのもよい。 

２０ ４ 年齢や家族についての質問に答える練習を

する。 

① 教師が誕生日の歌を歌った後、「誕生日」

「ぼく／わたし〇〇さい」と言うのを聞き、

「ぼく／わたし〇〇さい」と繰り返す。 

② 家族の呼び方を練習する。 

③ 家族を簡単な絵に描き、紹介をする。 

・「おにいさん、何歳？」等の教師の質問に

答える。 

④ 家族の年齢を紹介する。 

  (例)「おかあさん。○○さい。」 

 

・事前に．児童生徒が何歳

か調べておく。 

 

・２１  を参照する。 

・お兄さん、妹など家族の

呼称を教える。 

 

 

・イラストに年齢を書き込

ませるのもよい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：２０～９９の数を読み、使うことができる。 

０ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 

60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 

70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 

80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 
 



第Ⅰ期 １３日目 ２６  

 

第Ⅰ期 １３日目 ２６  

平仮名を覚えよう８ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「は・ほ・へ」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「は・ほ・へ」を読むのを聞く。 

③ 教師が「は・ほ・へ」を読むのに続いて、

「は・ほ・へ」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「は・ほ・へ」を平仮名表の中から探し

て、印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、は行の平仮名カー

ドを並べる。 

⑥ は行の平仮名カード二組で神経衰弱をす

る。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

１５ ２ 「は・ほ・へ」の入っている言葉を読ん

で、書く。 

① 「はし」「や「ほん」など「は・ほ・へ」

が入っている言葉を読む教師の声を聞い

て、まねして読む。 

 (例)はし、ほん、へそ 

② ノートに平仮名「は・ほ・へ」を書く。 

③ 教師が絵カードの名前を読むのを聞いて、

まねをして読み、ノートに平仮名で書く。 

 (例)は、はこ、はた、はち、はな 

ほし、ほん、えほん、へそ 等 

 

 

・絵と文字の入った絵カ

ードを用意する。 

 

１５ ３ 平仮名を使う練習をする。 

① 半分隠れている平仮名は何か考えて言葉

を書く。文字と絵を線で結ぶ。 

  (例)はこ、ほん、へそ、ほし、はた、はな 

   はち、ねこ、いぬ 

② 学習した平仮名とローマ字を線で結ぶ。 

 (例)は・ほ・け・た・な・ち 

へ・の・ぬ・ね・は・ほ・と 

と・へ・ほ・て・ね・さ・ち 

 

 

・平仮名当てゲーム 

（１０ 参照）のようなゲ

ームを行ってもよい。 

・ローマ字が未習の児童

生徒には、教師がロー

マ字を読む。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「は・ほ・へ」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 １４日目 ２７ 

第Ⅰ期 １４日目 ２７ 

指示の言葉を聞いて動こう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 
・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 
・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

２０ ３ 「来て」「見て」「聞いて」等の意味を理解

し、表現する。 
① 万華鏡等をのぞいている教師の「来て、
来て」という指示を聞いて、近くに移動す
る。 

② 万華鏡等を指さし、「見て、見て」という
教師の指示を聞いて、万華鏡等をのぞく。 

③ ヘッドフォンで音楽を聞くジェスチャーを
する教師の「聞いて」という指示を聞いて、
ヘッドフォンで音楽を聞くジェスチャーをす
る。 

④ 教師が平仮名表のあ行を指さし、「読ん
で」という指示を聞いて、｢あいうえお｣と
読む。 

⑤ 教師が絵カードを見せながら「来て、見
て、聞いて、読んで」と言うのを聞き、繰
り返す。 

⑤ 教師が黒板に書いた、「きて、みて、きい
て、よんで」を読むのを聞き、繰り返す。 

  

 
 
 
 
 
・授業開始の合図で使う
「立ってください」「座
ってください」と同じ
指示の言葉だと児童生
徒に理解させる。 

★絵カード（動作を表
す） 

・来る、見る、聞く、読

む 

２０ ４ ジェスチャーを用いた練習をする。 
① 教師がジェスチャーしながらする指示の
言葉を当てる。 

・教師がジェスチャーをした後、黒板に書
いた「きて、みて、きいて、よんで、か
いて」 の言葉を指しながら、「どれ？」
の質問に答える。 

② 教師がジェスチャーしながら行う指示に
したがって、ジェスチャーで応える。 

③ 絵カードを見て、動作を言う練習をす
る。 

④ 「きてください、みてください等、丁寧
な言い方の練習をする。 

・国によってジェスチャ 
ーの意味が違うものも
あるので気を付ける。 

 

 

 

 

 

 
 

 

・年齢差や日本語の習熟
度に配慮する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：指示の言葉を理解し、動作で応答できる。 

★万華鏡等 

本物があると、より楽

しい雰囲気になる。双

眼鏡でもよい。 

 



第Ⅰ期 １４日目 ２８  

 

第Ⅰ期 １４日目 ２８  

平仮名を覚えよう９ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「ひ・ふ・ま」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「ひ・ふ・ま」を読むのを聞く。 

③ 教師が「ひ・ふ・ま」を読むのに続いて、

「ひ・ふ・ま」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「ひ・ふ・ま」を平仮名表の中から探して、

印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、は行、ま行の平仮名

カードを並べる。 

⑥ は行、ま行の平仮名カード二組で神経衰弱

をする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

 

２５ ２ 「ひ・ふ・ま」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 「ふね」や「うま」など「ひ・ふ・ま」が

入っている言葉を読む教師の声を聞いて、ま

ねして読む。 

 (例)ひ、ふね、うま 等 

② ノートに平仮名「ひ・ふ・ま」を書く。 

③ 教師がイラストの名前を読むのを聞いて、

まねをして読み、ノートに平仮名で書く。 

 (例)ひく、おす、ふく 等 

 ③ 対になる形容詞を教師が一組ずつ読むの

を聞いて、まねをして読む。 

・２～３回繰り返す。 

  (例)たかい⇔ひくい ふとい⇔ほそい 

  ふかい⇔あさい うまい⇔へた 

・絵と文字の入った絵カ

ードを用意する。 

 

 

 

 

 

 

・「広い／狭い」等が分か

りにくいようなら、広い

教室や狭い教室等、実際

に見せるとよい。 

５ ３ 学習した平仮名を書く練習をする。 

〇 ローマ字を平仮名にする。 

 ・「あ～ほ」までの平仮名と「ん」を書く。 

・ローマ字が未習の児童生

徒には、教師がローマ字

を読む。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「ひ・ふ・ま」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 15 日目 ２9  

第Ⅰ期 15 日目 ２9  

「こう？」「そう／ちがう」を使おう 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

２０ ３ 「こう？」「そう／ちがう」の意味を理解

し、表現する。 

① イラストを見て、役割読みをする。 

・「こう？」と尋ねる。教師が「そう／ちが

う」と答える。 

・役割を替えて「こう？」「そう」「ちが

う」の練習をする。 

② はさみや鉛筆の持ち方や使い方について、

「こう？」と質問したり、「そう／ちがう」

と答えたりする。 

 

 

・便器の使い方や整列の

「前ならえ」が間違っ

ているイラスト例を使

うとよい。正しいイラ

ストも用意する。 

・正しく鉛筆が持ててい 

ない児童には、本時で

正しい持ち方を指導す

るとよい。 

 

２０ ４ やり方を尋ねたり、答えたりする練習をす

る。 

① イラストを見て「こう？」と質問し、教

師が「そう／ちがう」と答える。 

 

② 同じイラストを使って、児童生徒同士で

質問したり、答えたりする。 

③ 吹き出しに当てはまる言葉を記入する。 

 

・ほうきの使い方や平仮

名の書き順が間違って

いるイラスト例を使う

とよい。正しいイラス

トも用意する。 

・本時の学習後も、日常 

生活の中で、「こう？」

「そう／ちがう」とい

う応答を意図的に行う

ようにする。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「こう？」とやり方を尋ねたり、「そう／ちがう」と答えたりすることができる。 



第Ⅰ期 １５日目 ３０  

 

第Ⅰ期 １５日目 ３０  

平仮名を覚えよう１０ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「み・む・め」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「み・む・め」を読むのを聞く。 

③ 教師が「み・む・め」を読むのに続いて、

「み・む・め」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「み・む・め」を平仮名表の中から探して、

印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、ま行の平仮名カード

を並べる。 

⑤ ま行の平仮名カード二組でばばぬきをする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

２０ ２ 「み・む・め」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 「みみ」や「むね」など「み・む・め」が

入っている言葉を読む教師の声を聞いて、ま

ねして読む。 

 (例)みみ、むね、め 

② ノートに平仮名「み・む・め」を書く。 

③ 教師が絵カードの名前を読むのを聞いて、

まねをして読み、ノートに平仮名で書く。 

 (例)かみ、みみ、め 等  

 

 

・絵と文字の入った絵カー

ドを用意する。 

・体の部位を理解させるた

め、『あたま、かた、ひ

ざ、ぽん』の歌を歌うの

もよい。 

５ ３ 平仮名当てゲームをする。 

○ 半分字が隠れている平仮名を見て、何の字

が隠れているか、考えられ物を全て答える。 

 (例)ま・み・め・む・ひ・は・ふ・へ 

   め右隠す→め、ぬ の左隠す→の、め 

   に右隠す→に、け、は、ほ 

 

 

・平仮名当てゲーム（１０ 

参照）の隠し方を左右に
変えるとよい。 

  

５ ４ 今日の学習の復習をする。 

〇 「むし」「や「うみ」など「み・む・め」

が入っている言葉を読む教師の声を聞いて、

まねして読む。 

 (例)むし、うみ、しま、ふね、かめ、あみ 

   いし、すな、すなはま、て、つめ 等 

 

・母語が分かる児童生徒は

日本語と母語を記入す

る語彙ノートを作ると

よい。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「み・む・め」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 １６日目 ３１ 

第Ⅰ期 １６日目 ３１ 

 教科の名前を読もう  

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学習

した表現を中心に、繰り

返しや擬態語が使われ

るなど、児童生徒が興味

を持つものを図書館等

で選ぶ。 

２０ ３ 教科名やその内容を理解する。 

① 教師が教科書を見せながら、国語、算数（数

学）、理科、社会、体育（保健体育）、音楽、

図工（美術）、家庭（技術・家庭）、英語等の

教科・領域名を言うのを聞いて、繰り返す。 

② 教科の名前をシールに平仮名（ローマ字）

で書いて、自分の教科書に貼る。 

③ 教科書の中の写真やイラストを見たり、

「小学校入学への手引」を読んだりして、教

科の内容を理解する。 

④ 教師がイラストを指して教科名を言うの

を聞いて、繰り返す。 

⑤ 教科名を平仮名で書く。 

 

 

 

  

 

・『小学校入学への手引～

１年生になるまえに～』

P.4を参照する。 

 

 

・児童生徒の発達段階に合

わせて、覚えさせたい。

教科名の数を考慮する。 

１０ ４ 教科名の質問に答える。 

① 黒板に書いた「べんきょう」という言葉を

２～３回読む。 

② 教師が示した教科書を見て、「国語／社会」

のどちらかを答える。 

③ 教師が示したイラストを見て、「国語／理

科」のどちらかを答える。 

④ 教師の「何の勉強？」という質問に答える。 

 (例)「何の勉強？」→算数（の勉強） 

 

・「国際」等、その学校の

日本語初期指導教室の

名前も教えるとよい。 

 

★教科が分かる学習内容

のイラストを用意する。 

 

１０ ５ 「～の本」「～の先生」の言い方を練習する。 

① 教師が教科書を見せて「国語の本」と言う

のを聞き、繰り返す。 

② イラストを用いて、「～の先生」と言う練

習をする。 

 (例)理科、先生→理科の先生 

 

・他の教科書でも同様な活

動を行う。 

★教科が分かる教科書や

教師のイラストを用意す

る。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：国語・社会・算数(数学)など教科の内容を理解し、読むことができる。 

★教科書 

  全ての児童生徒が

使用している教科書

を用意する。 



第Ⅰ期 １６日目 ３２  

 

第Ⅰ期 １６日目 ３２  

平仮名を覚えよう１１ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「も・や・ゆ」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「も・や・ゆ」を読むのを聞く。 

③ 教師が「も・や・ゆ」を読むのに続いて、

「も・や・ゆ」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「も・や・ゆ」を平仮名表の中から探して、

印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、ま行、や行の平仮名

カードを並べる。 

⑥ ま行、や行の平仮名カード二組で神経衰弱

をする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 

参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

 

 

 

 

・ばば抜き行ってもよい。 

２０ ２ 「も・や・ゆ」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 「くも」や「やま」など「も・や・ゆ」が

入っている言葉を読む教師の声を聞いて、ま

ねして読む。 

 (例)くも、やま、ゆき 等 

② ノートに平仮名「も・や・ゆ」を書く。 

③ 教師がイラストの名前を読むのを聞いて、

まねをして読み、ノートに平仮名で書く。 

 (例)いと、ひも、やね 等 

 

 

・絵と文字の入った絵カー

ドを用意する。 

・糸とひもは分かりにくい

ので、実物を用意すると

よい。 

５ ３ 既習の平仮名を書く。 

〇 ローマ字を読んで、平仮名を書く。 

 ・似ている２字ずつを書く。 

  (例)しも なた えん せや にこ 

    うつ ねゆ ぬね ちさ はほ 等 

 

 

・ローマ字が未習の児童生

徒は、教師が音読した文

字を書く。 

５ ４ 既習の言葉の復習をする。 

〇 ローマ字を平仮名にして、言葉と絵を線で

結ぶ。 

  (例)やま、ひも、ゆみ、やね、くも 等 

 

・ローマ字が未習の児童生

徒には、教師がローマ字

を読む。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「も・や・ゆ」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 １７日目 ３３  

第Ⅰ期 １７日目 ３３  

 曜日を読もう  

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

１０ ３ カレンダーで曜日を読む練習をする。 

① 教師がカレンダーの曜日の部分を指し

て、日曜日から順番に曜日を言うのを聞い

て、繰り返す。 

② 『曜日の歌』を歌う。 

  (例)にち げつ か すい もく きん 

    もく きん どようび つぎは  

にちようび 

 

 

 

 

・Sunday Monday Tuesday

… … Sunday comes 

again.の替え歌 

１５ ４ 自作のカレンダーを使って、日付や曜日の

質問に答える練習をする。 

① カレンダーを作る。 

  ・日にちと曜日を書く。 

  ・日曜日と祝日を赤、土曜日を青で塗る。 

② 教師の「～日、何曜日」という質問を聞

いて、曜日を答える。 

★カレンダーの枠 

・時間がかかりそうな

ら、曜日だけ記入させ

る。 

・一日、二日など特別な

言い方は「いちにち」

「ににち」でいい。 

１５ ５ 時間割の使い方を理解し、質問に答える練

習をする。 

① 教科の名前の復習をする。 

② 時間割を見て、教師の質問に「ある／な

い」で答える。 

(例)「月曜日、さんすう、ある？ない？」 

→「ある／ない」 

③ 時間割を見て、教師の質問に曜日で答え

る。 

(例)「ずこう、なんようび？」→「～よう

び」 

★時間割例 

・３１を参照する。 

 

・児童生徒に好きな時間 

割を作らせてもいい。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：日曜日から土曜日までの曜日を読み、表現することができる。 

★カレンダー 

 曜日にふりがなが付い

ている物を用意する。 



第Ⅰ期 １７日目 ３４  

 

第Ⅰ期 １７日目 ３４  

平仮名を覚えよう１２ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「る・ろ・よ」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「る・ろ・よ」を読むのを聞く。 

③ 教師が「る・ろ・よ」を読むのに続いて、

「る・ろ・よ」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「る・ろ・よ」を平仮名表の中から探して、

印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、や行、ら行の平仮名

カードを並べる。 

⑥ や行、ら行の平仮名カード二組で神経衰弱

をする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

 

 

・ばば抜き行ってもよい。 

２０ ２ 「る・ろ・よ」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 「まる」や「ふろ」など「る・ろ・よ」が

入っている言葉を読む教師の声を聞き、後に

続いて繰り返す。 

 (例)まる、ふろ、よん 

② ノートに平仮名「る・ろ・よ」を書く。 

③ 教師が絵カードの名前を読むのを聞いて、

まねをして読み、ノートに平仮名で書く。 

  (例)あさ、ひる、よる、しろ、くろ 等 

・絵と文字の入った絵カー

ドを用意する。 

 

５ ３ 身近な動詞を平仮名で書く 

〇 ローマ字を読んで、平仮名を書く 

(例)おる、きる、ける、とる、ぬる、ねる 

おきる、ほる、みる 等 

 

・ローマ字が未習の児童生

徒は、教師が音読した文

字を書く。 

５ ４ 既習の平仮名を書く復習をする。 

〇 ローマ字を平仮名にする。 

 ・清音４１文字（ら、り、れを除く。）を五十

音順に書く。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「る・ろ・よ」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 １８日目 ３５  

第Ⅰ期 １８日目 ３５  

 「昨日／今日／明日」を使おう  

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

１０ ３ カレンダーで曜日を読む練習をする。 

① 教師がカレンダーの曜日の部分を指し

て、日曜日から順番に曜日を言うのを聞

き、繰り返す。 

② 『曜日の歌』を歌う。  

・３３を参照する。 

・２～３回繰り返す。 

 

１５ ４ 「昨日」「今日」「明日」の使い方を理解

し、練習する。 

① 教師がカレンダーを見せて、今日の日付

を指し「きょう」と言うのを聞いて、繰り

返す。 

② 同様に、「きのう」「あした」を言う練習

をする。 

③ 教師の「きょう、なんようび」の質問

に、カレンダーを見て答える。 

④ 「きのう、なんようび」「あした、なんよ

うび」の質問に、カレンダーを見て答え

る。 

・児童生徒に今日を母語

で何と言うか聞くとよ

い。 

ポルトガル語 Hoje 

スペイン語  Hoy 

タガログ語  Ngayon 

中国語    今天 

・２～３回繰り返す。 

 

１５ ５ 時間割を見ながら、「今日」「昨日」「明

日」の教科を答える練習をする。 

① 教科書を見せて、教科の名前の復習をす

る。 

② 時間割を見ながら、教師の質問に答え

る。 

(例)「きょう しゃかいある？」 

(例)「あした しゃかいある？」 

(例)「きのう しゃかいある？」 

→「ある／ない」 

 

・３１を参照する。 

・２～３回、教科の名前

を言う練習をする。 

 

・｢昨日｣を聞く場合も、

ここではまだ過去形は

使わないでおく。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：昨日、今日、明日という言葉を理解し、表現することができる。 



第Ⅰ期 １８日目 ３６  

 

第Ⅰ期 １８日目 ３６  

平仮名を覚えよう１３ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「ら・り・れ」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「ら・り・れ」を読むのを聞く。 

③ 教師が「ら・り・れ」を読むのに続いて、

「ら・り・れ」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「ら・り・れ」を平仮名表の中から探して、

印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、ら行の平仮名カード

を並べる。 

⑥ ら行の平仮名カード二組で神経衰弱をする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

 

 

・ま行をまぜてもよい。 

２０ ２ 「ら・り・れ」の入っている言葉を読んで、

書く。 

① 「さら」や「あり」など「ら・り・れ」が

入っている言葉を読む教師の声を聞き、後に

続いて繰り返す。 

 (例)さら、あり、はれ 

② ノートに平仮名「る・ろ・よ」を書く。 

③ 教師がイラストの名前を読むのを聞いて、

まねをして読み、絵カードに平仮名で書く。 

  (例)とら、うら、おもて、おしり、とり、

あれ、これ、それ 等 

 

 

・絵と文字の入った絵カー

ドを用意する。 

 

 

 

 

 

 

 

１０ ３ 身近な言葉を平仮名で書く練習をする。 

〇 絵とローマ字を見て、平仮名を書く。 

(例)すき、きらい、からい、あめ、はれ 

   ゆき、くもり 等 

 

・ローマ字が未習の児童 

生徒は、教師が音読した

文字を書く。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「ら・り・れ」を読んで、書くことができる。 



第Ⅰ期 １９日目 ３７  

第Ⅰ期 １９日目 ３７  

 丁度の時刻を読もう  

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、
繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒
が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

１０ ３ 数字の復習をする。 

① 教師が１～１２を読むのを聞き、繰り返
す。 

② 教師が５とびで５０まで、１０とびで
100 まで読むのを聞いて、繰り返す。 

・９ １３ １７ ２５ を

参照する。 
・繰り返し練習する。 

１５ ４ 時刻を理解し、読み書きの練習をする。 

① 教師が本物やイラストを使って、いろい
ろな時計を見せながら、「とけい」と言うの

を聞いて、繰り返す。 

② その時刻に合わせたデジタル時計の数字

を見せながら「１じ」「２じ」と教師が言う
のを聞いて、繰り返す。 

③ イラストを見て「１じ」「２じ」と言う。
言えたら、「１じ」「２じ」と書く。 

④ ４時、７時、９時の練習をする 

  ・教師がデジタル時計の 4：00 を見せなが

ら「よじ」と言うのを聞いて、繰り返
す。 

  ・同様に「しちじ」「くじ」の練習をす
る。 

⑤ イラストをみて、「何時？」に答える練習
をする。  

 

 
 

 
 

 
 

・アナログ時計を使用して
もよい。アナログ時計

が読めないようなら、
デジタル時計だけで練

習する。 

・「よんじ」「ななじ」「き

ゅうじ」という言い方
はさせないように注意

する。 

 

１５ ５ 時刻（１０分毎）の練習をする。 

①デジタル時計の１：１０を見せて「１じ１
０ぷん」と言うのを聞き、繰り返す。 

② １０分、２０分、３０分……の練習をす
る。 

③ デジタル時計のイラストを見て、「〇じ〇
ぷん」と答える練習をする。 

④ イラストを見て、教師の「何時何分」と

いう質問に答える。 

・１０の後は「ぷん」に

なることを意識させ
る。 

・時計は定着するまでに
時間がかかるので、あ

わてず、毎日、時間を
かけて指導する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：１０分毎の時刻を理解し、使うことができる。 

★時計、イラスト（時

計カード）等 

・アナログやデジタル

の両方を用意する。 

・時計の形もいろいろ

な種類を用意する。 



第Ⅰ期 １９日目 ３８  

 

第Ⅰ期 １９日目 ３８  

平仮名を覚えよう１４ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 「わ・を」の読み方を練習する。 

① 「あいうえおの歌」を歌う。 

② 教師が「わ・を」を読むのを聞く。 

③ 教師が「わ・を」を読むのに続いて、

「わ・を」を読む。 

・２～３回繰り返す。 

④ 「わ・を」を平仮名表の中から探して、

印を付ける。 

⑤ 平仮名表を見ながら、ら行、わ、を、ん

の平仮名カードを並べる。 

⑥ ら行、わ、を、んの平仮名カード二組で

神経衰弱をする。 

★平仮名表（１ 参照） 

★「あいうえおの歌」（2 
参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

 

 

 

 

・ばば抜きもよい。 

２０ ２ 平仮名「わ・を」と、「わ・を」が入って

いる言葉や文を読んで、書く。 

① 「かわ」や「なわ」など「わ」が入って

いる言葉を読む教師の声を聞いて、まねし

て読む 

 (例)かわ、なわ、いわ、にわとり 

② ノートに平仮名「わ・を」を書く。 

③ 教師がイラストの様子を読むのを聞いて、

まねをして読み、ノートに平仮名で書く。 

  (例)「なわをきる」「けをぬく」 

★絵カード（イラスト）

を用意する。 

・「を」の発音は「O」で

ある。「を」を「uo」

と発音する区別もある

が、方言でなので留意

する。 

・イラストで確認しなが

ら、くっつきの「を」

を理解させる。 

１０ ３ 既習の平仮名を書く復習をする。 

① あいうえお順に平仮名を書き入れる。 

 ・各行の１音目は既に入った清音４６字を

順に書く。 

② 平仮名の一部を足したり引いたりして、

違う平仮名にする。 

  (例)「さ」に横棒を加えて「き」 

    「し」に２本横棒を加えて「も」 

    「に」から第１画を引いて「こ」 

    「ほ」から第２画を引いて「は」 等 

・清音の勉強が全部終わ

ったことをほめる。 

 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：「わ・を」を読んで、書くことができる。 
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数を読もう６ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

５ １ 挨拶をする。 

・合図に合わせて始めの挨拶をする。 

(例)「立ってください」 

「今から日本語の勉強を始めます」 

２ 絵本の朗読を聞く。 

・教師による絵本の読み聞かせを聞く。 

・読み聞かせの本は、学

習した表現を中心に、

繰り返しや擬態語が使

われるなど、児童生徒

が興味を持つものを図

書館等で選ぶ。 

５ ３ これまで習った数の復習をする。 

 ① ５とびで５０までの練習をする。 

  ・教師が５とびで５、１０、１５……４

５、５０と読むのを聞いて，まねして言

う。 

 ② １０とびで９０までの練習をする。 

  ・教師が１０とびで１０、２０……９０、

と読むのを聞いて，まねして言う。 

 

・２１  ２５ の学習内容

を参照する。 

２０ ４ ３桁の丁度の数の読む練習をする。 

① 教師が数字カード１００を見せながら

「ひゃく」と言うのを聞いて，まねして言

う。 

② イラストを見て、２００、４００、５００、

７００、９００の読み方を練習する。 

③ イラストを見て、３００、６００、８０

０の読み方を練習する。 

④ ３桁の丁度の数の読み方を練習する。 

⑤ 数を聞き取って書く練習をする。 

 ・教師が言う数を聞き取って書く。 

★お金のイラスト 

 

・３００は「さんびゃ

く」、６００、８００は

「ろっぴゃく」「はっぴ

ゃく」と、「ひゃく」の

読み方が変わることを

強調して指導する。 

 

１５ ５ ３桁の数を使ったお金のやりとりを練習す

る。 

① お金のイラストを見て□００円という読

み方を練習する。 

② 「いくら？」と金額を質問する練習をす

る。 

 (例)「○○、いくら？」→「２００円」 

③ おもちゃのお金を使い、教師が言った金

額を出す練習をする。 

 

 

 

・児童生徒に質問させて 

教師が答える。 

★おもちゃのお金（２１ 

 参照） 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：３桁の丁度の数を読み、使うことができる。 
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第Ⅰ期 ２０日目 40 

平仮名を覚えよう１５ 

 

 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点・教材 

１５ １ 平仮名「がぎぐげご」を声に出して読む。 

① 教師が平仮名表を示して、清音と濁音を

対応させて読むのを聞いて、まねをして

読む。 

②「かきくけこ、がぎぐげごの歌」を歌う。 

③「しゃ、しゅ、しょの歌」を歌う。 

④ 教師が指さすスピードで、「がぎぐげご」

の文字を読む。 

⑤ か行、が行の平仮名カードそれぞれ二組

で神経衰弱をする。 

★濁音の入った平仮名表 

（６ 参照） 

★「かきくけこ、がぎぐ

げごの歌」（６ 参照） 

★平仮名カード（１２ 参

照） 

 

 

・ばば抜きもよい。 

 

２０ ２ 平仮名「がぎぐげご」が入っている言葉を

書く。 

① 教師が絵カードに描かれた物の名前を言

うのを聞いて平仮名を書く。 

 (例)かがみ、かぎ、ながぐつ、ひげ、ごみ 

 ② 動作をつけて読んでから、書く。 

(例)「うわばき を ぬぐ」 

    「うわばき を はく」 

★絵と文字の入った絵カ

ードを用意する。 

 

 

 

・実際に動作を行い、「ぬ

ぐ／はく」を理解させ

てから書かせる。 

１０ ３ 絵本を音読する。 

① 教師が絵本を読むのを聞く。 

② 教師が絵本を少しずつ区切って読むのに

続けて、みんなで音読する。 

③ 一人ずつ絵本を音読する。 

・慣れるまでは教師が読

むのに続けて読ませる

ようにする。 

・負担にならないように

読む量を調整する。 

          凡例：・留意点 ★教材 

目標：平仮名「が・ぎ・ぐ・げ・ご」を読んで、書くことができる。 


